
様式第２号（第６条関係） 

事業計画書 

 

申請者（団体にあっては氏名欄に団体名及び代表者職氏名、住所欄に事務所等所在地） 

氏名 
利府子育てサークル「なしのみ」 

代表 利府 町子 

生年月日 昭和58年4月15日 

住所 
〒981-0000 

利府町○○番地 

電話 080-0000-0000 

メールアドレス himawari.rifu@example.com 

 

親権者又は未成年後見人（※申請者が未成年の場合のみ記入） 

氏名  

生年月日  

住所 

□申請者と同じ 

 

〒 

 

 

電話 
 

申請者の在籍する

学校名（学部学科） 

 

 

利府町総合計画のチャレンジ分野 

□  １.快適で暮らしやすい生活環境づくり 

 

□  ２.健康で支え合える地域福祉づくり 

 

□  ３.子どもたちの笑顔であふれる環境づくり 

 

□  ４.活力のある地域産業づくり 

 

□  ５.安心・安全に暮らせる環境づくり 

 

□  ６.豊かな心を育む生きがいづくり 

 

□  ７.持続可能な協働のまちづくり 

 

 

✔ 

✔ 

記載例 

～まちづくり支援事業の場合～ 

 

 



事業のタイトル 親子で楽しむ公園ヨガ～地域の子育て世代交流促進事業～ 

事業の概要 

（何を，どのよう

にして事業を達成

するのか，なぜこ

のような活動を行

うのかなどを具体

的に記載してくだ

さい。） 

①事業の目標及び目的 

子育て世代の孤立防止と地域コミュニティの形成 

親子の健康増進とリフレッシュの機会提供 

利府町の公園を活用した地域活性化 

子育てに関する情報交換と相互支援体制の構築 

②事業の内容（なるべく詳しくご記入ください。） 

【実施期間】令和7年6月～令和8年1月（月約2回、計20回開催予定）  

【実施場所】利府町内の公園（○○公園、××公園等）  

【対象者】0歳～未就学児とその保護者（1回あたり15組程度）  

【活動内容】 

親子ヨガ・ストレッチ（30分） 

子どもの自由遊び時間（30分） 

保護者同士の交流タイム・情報交換（30分） 

季節のイベント（夏祭り、ハロウィン、クリスマス会等）  

【講師】認定ヨガインストラクター及び保育士資格保有者  

【参加費】1回100円（保険料・材料費込み） 

③これまでの活動やアピールポイント（利府町総合計画との関連性など） 

平成30年設立以来、延べ800組の親子が参加 

利府町の「子どもたちの笑顔であふれる環境づくり」に貢献 

コロナ禍でも屋外活動を継続し、安全な交流の場を提供 

参加者アンケートで満足度95％以上を維持 

地域の公園利用促進により「快適で暮らしやすい生活環境づくり」にも寄与 

子育て支援センターとの連携により情報発信を強化 

④期待される効果・成果 

年間延べ300組の親子参加による地域交流の活性化 

子育て世代の孤立感軽減と精神的健康の向上 

公園の有効活用と地域の魅力向上 

参加者同士のネットワーク形成による相互支援体制の構築 

利府町への定住促進効果 

子どもの運動能力向上と健全な発育支援 

※活動の参考となる資料がある場合は，添付してください。（様式自由） 



様式第２号（第６条関係） 

事業計画書 

 

申請者（団体にあっては氏名欄に団体名及び代表者職氏名、住所欄に事務所等所在地） 

氏名 
利府 夢太郎 

生年月日 
平成20年4月15日 

住所 

〒981-0103 

利府町××番地 

 

電話 
090-1111-1111 

メールアドレス 
rifurifu.yumeyume@example.com 

 

親権者又は未成年後見人（※申請者が未成年の場合のみ記入） 

氏名 利府 応援 

生年月日 昭和50年8月1日 

住所 

☑申請者と同じ 

 

〒 

 

 

電話 
090-2222-3333 

申請者の在籍する

学校名（学部学科） 

宮城××高校 システム総合学科 

 

利府町総合計画のチャレンジ分野 

□  １.快適で暮らしやすい生活環境づくり 

 

□  ２.健康で支え合える地域福祉づくり 

 

□  ３.子どもたちの笑顔であふれる環境づくり 

 

□  ４.活力のある地域産業づくり 

 

□  ５.安心・安全に暮らせる環境づくり 

 

□  ６.豊かな心を育む生きがいづくり 

 

□  ７.持続可能な協働のまちづくり 

 

✔ 

✔ 

記載例 

～夢チャレンジ事業の場合～ 



事業のタイトル みんなで学ぼう！利府町子どもプログラミング教室 

事業の概要 

（何を，どのよう

にして事業を達成

するのか，なぜこ

のような活動を行

うのかなどを具体

的に記載してくだ

さい。） 

①事業の目標及び目的 

小学生から中学生を対象に、プログラミングの基礎を楽しく学べる環境を提

供し、論理的思考力と創造力を育成する。 

デジタル社会に対応できる人材の基盤づくりと、子どもたちの新たな学習機

会の創出を目指す。 

②事業の内容（なるべく詳しくご記入ください。） 

・対象：小学3年生～中学3年生（定員10名）  

・期間：令和7年7月～12月（月2回、全12回） 

・場所：利府町文化交流センター「リフノス」  

・内容：   

初級コース：Scratchを使用したビジュアルプログラミング    

中級コース：micro:bitを活用したハードウェアプログラミング   

最終発表会：オリジナル作品の制作・発表  

・講師：高校生ボランティア3名（情報系学部在籍）  

・教材：タブレット、micro:bit、各種センサー類  

③これまでの活動やアピールポイント（利府町総合計画との関連性など） 

高校でのプログラミング学習支援ボランティア経験2年。 

地元利府町出身として、故郷の子どもたちにICT教育の機会を提供したいと

いう想いから企画。 

利府町総合計画の「子どもたちの笑顔であふれる環境づくり」に貢献し、未

来を担う人材育成を通じて「豊かな心を育む生きがいづくり」にも寄与する。 

④期待される効果・成果 

・参加児童・生徒のプログラミング的思考力向上  

・デジタル技術への興味・関心の醸成  

・創造性と問題解決能力の育成 ・地域の子どもたちの学習機会拡充  

・保護者・地域住民のICT教育への理解促進  

・継続的な学習コミュニティの形成基盤づくり 

※活動の参考となる資料がある場合は，添付してください。（様式自由） 


